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【夏場に流行、手足口病とは？】
　手足口病は夏季に流行し、7月にピークを迎える
ウイルス性の感染症です。感染すると、手のひら、
ひざ、足のうら、お尻などに小さな水ぶくれができ
ます。口の中にも水ぶくれができ、それで歯科医院
を受診する方もおられます。
　自然に治るウイルスによる病気なので、飲み薬は
必要なく、手足の水ぶくれにもぬり薬などは不要です。
　しかし、ひどくなると痛みで食
事ができなくなったり、高熱が出
ることもあります。高熱が続いた
り、吐いてぐったりしている時な
どは医療機関を受診してくださ
い。
　くしゃみなどのしぶきや手の接
触でうつるので、こまめな手洗い
をしましょう！

【ブーム拡大中　意外と知らない甘酒のヒミツ】
　甘酒の消費が近年大きく伸びているそうです。
甘酒は「寒い時期に飲まれる」というイメージが強い
ものの、伝統的には夏場の飲み物として親しまれてお
り、森永の「冷やし甘酒」は猛暑下でも冷たく、飲み
やすい口当たりで、水分、塩分、糖分補給の助けにな
って夏バテを防止する――と人気を集めています。 
　 発酵学が専門の北本勝ひこ・日本薬科大学特任教授は、甘
酒の機能性について、「酒粕甘酒には、保湿成分や腸内で脂肪
を包み込むレジスタントプロテインといった成分が含まれてお
り、米麹甘酒にはアミノ酸、ビタミン、オリゴ糖、麹セラミド
などの健康や美容に良い成分が含まれていると話しています。
　最近では、清酒・八海山で広く知られる南魚沼
市の八海醸造も、甘酒の製造・販売を積極的に展
開しており、「八海山の醸造元だから、酒粕から
甘酒を作っているのだろう」と想像しがちです
が、商品はその名も「麹だけでつくったあまさ
け」――米麹を使った甘酒を東日本中心にスーパ
ーなどで販売しているそうです。
　夏バテ予防に「甘酒」は
いかがでしょうか？
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